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協定に基づいた宮古島市教育委員会との
連携事業の推進について

国立大学法人琉球大学教育学部（以下「甲」という）と宮古
島市教育委員会（以下「乙」という）は，相互に連携・協力し
て、乙に関わる学校の幼児・児童・生徒や甲に所属する教
員・学生を対象とした事業を実施することについて、次のよう
に協定を結びます．

琉球大学教育学部 宮古島市教育委員会

教員等の資質向上のた
めの研修会

教育上の諸課題に対応
した調査・研究等

教員や学生による宮古
島市における教育活動
への支援

学生等の宮古島市にお
ける学校インターシップ

地域連携推進会議

ずみ！ネット



※琉球大学教育学部HPより

2007年

2005年

2004年

2007年

2010年

2012年

2016年

2007年に協定締結

県内の７つの市町村（竹富町教育委員会，那覇市
教育委員会，宮古島市教育委員会，宜野湾市教育
委員会，石垣市教育委員会，中城村教育委員会，
南部広域行政組合教育委員会）と連携協定を締結
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ずみ！ネット連携推進会議（7月中旬，3月上旬）

アドバイザリースタッフ派遣事業（宮古島市予算）



アドバイザリースタッフ派遣事業の推進

延べ90人の大学教員がスタッフ
として登録（2022.5現在）

教科教育

学校教育

生涯教育

幅広い分野で
充実した教育支援



過去10年間のアドバイザリースタッフ派遣事業の活用実績

宮古島市におけるアドバイザリースタッフ派遣実績
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2013年 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年

コロナ禍繁忙期導入初期

年間平均12.8回

物理的な距離のハンデ
宮古島市予算でスタッフ派遣に対応
格安航空券でコストカット
琉球大学スタッフ（教員）の深い理解と熱い協力



過去10年間のアドバイザリースタッフ派遣事業の活用実績

10回程度の「回数」を前提に，宮古
島市の年間事業計画を立てていた．

長期研究員の指導助言を中心が
あったため，その他の研修会での活
用が少なかった（できなかった）．

コロナ禍

繁忙期

導入初期

一方で，2015年頃か
ら宮古島市の教育課
題が山積

宮古島市予算の拡充と研修会日程
の工夫などによって派遣回数が増加．

丁寧且つ細やかな年間事業計画の
見直しと日程調整の早期化．

アドバイザリースタッフ派遣事業と研
究成果に対する広報活動

琉球大学教員との事
前打ち合わせを速や
かに行うことで，年間
計画が円滑に進んだ．

コロナ禍初期は，中止される研修会
もあったが，オンラインで対応．

支援内容は十分とは言えなかったが，
教育支援を止めることはなく，学びを
（なんとか）継続できた．

コストパフォーマンス
の観点から，オンライ
ンと対面式を併用す
ることでむしろ教育支
援の幅が広がった．

保幼こ小連携プロジェクト

特別支援教育プロジェクト

※琉球大学の特別予算で実現

2021

2022



過去10年間のアドバイザリースタッフ派遣事業の活用実績

保幼こ小連携プロジェクト 特別支援教育プロジェクト2021 2022

琉球大学教育学部
下條満代先生
香里ヌヴェール学院小学校
松山康成先生
豊見城市立ゆたか小学校
上原佳太先生

宮古島市立南小学校と宮古島
市立平良第一小学校にて特別
支援教育に関する校内研修支
援を実施

琉球大学教育学部
コーディネーター
岡花祈一郎先生

狩俣幼稚園，伊良部小学
校の実践事例報告

武蔵野大学教育学部
箕輪潤子先生による講演



ずみ！ネットメンバー

琉球大学教育学部 琉球大学教職大学院 宮古島市教育委員会 宮古島市立教育研究所

砂川力也 比嘉俊 与那覇周作 平良善信

仲間伸恵 浦崎武 砂川誠 砂川睦紀

岡本牧子 下地敏洋 座間味浩二

古堅秀樹

平良美和子

宮國和美
（幼小接続アドバイザー）

連絡責任者
（砂川力也）

事務局長
（指導主事）

双方の代表者である，琉球大学教育学部の連絡責任者
と宮古島市立教育研究所の指導主事が窓口として情報
共有を図りながら年間計画の推進，実施の確認，事業変
更，追加相談等を行っている．



年度計画事業

2014

長期研究員
中学校：道徳
小学校：国語

2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 2022

長期研究員
中学校：理科
小学校：道徳

長期研究員
中学校：社会
小学校：国語

長期研究員
中学校：理科
小学校：特活

長期研究員
中学校：社会
小学校：国語

長期研究員
中学校：英語
小学校：外国語

長期研究員
中学校：数学
小学校：算数

長期研究員
中学校：数学
小学校：算数
幼稚園：幼児教育

長期研究員
中学校：理科
小学校：算数

長期研究員
中学校：社会
小学校：体育

2013

教職教養講座

学力調査
生徒会活動

子ども理解，学校体育，音
楽を通した特別支援教育

学級経営
特別支援教育
小中連携

保幼こ小連携
推進連絡会

保幼こ小連携
プロジェクト

特別支援教育
プロジェクト



教員や学生による宮古島市での教育活動

2020 2021 2022

地域連携萌芽
プロジェクト

島嶼地域における子どもの健康活動支
援に貢献する人材育成に向けた取り組み

幼少連携に関連した
子どもの体力調査

宮古島市の幼少連携に関連した子ども
の健康支援に対する現地調査と教育
委員会および現職教諭へのヒアリング

遠隔授業での
プログラミング教育

宮古島市立久松中学校と連携して，
琉球大学の学生による遠隔授業で
のプログラミング教育の実践

連携協定によって相互に
連携・協力が円滑に行え，
双方にとって有益な機会
を設ける事ができている．



教育支援・教育活動の成果

宮古島市HPでの掲載

新聞等のメディア

教育活動の取組が広く知られていないような印
象も受ける．学校によってはアドバイザリースタッ
フ派遣事業の存在を把握していないケースもあっ
た．学校単体での活用が難しい場合がほとんど
であり，予算確保に向けて課題が残る．

戦略的な広報活動



今後の地域連携について

学校現場のニーズの把握

出来るだけ長く継続できる教育支援

宮古島市における教育活動の理解と広報
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